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 抄録：哺乳類の大脳皮質・海馬などの高次脳中枢において神経回路が
どのように形成され、その性質が経験依存的に変化するのかを知ることは
脳科学の中心的課題である。我々の研究室ではシナプスの構造と分子の可
視化を行うことによって、神経回路形成と維持におけるシナプスの形態・
機能変化の果たす役割を解析してきた。今回の講演では、（１）生後発達
早期における大脳皮質錐体細胞間の興奮性シナプスの形成とリモデリング
の個体レベルでの観察、（２）幼弱な抑制性神経細胞の樹状突起表面に存
在するフィロポディア様突起のシナプス形成における役割、（３）小脳平
行線維とプルキンエ細胞間でのシナプス形成における平行線維軸索の形態
変化の意義、の三つのトピックスについて説明し、樹状突起と軸索の形態
変化のシナプス形成過程における多様な意義と生後発達過程でのシナプス
動態が脳機能においてどのような役割を持つのかについて議論したい。 

       シナプス形成・リモデリングの分子機構 
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